
一般社団法人 大阪府訪問看護ステーション協会 2026年度 大阪府訪問看護推進事業

第８回学術集会
暮らしを支える看護の力を再発見

日時 2026年10月24日（土）10:00～15:30（受付開始 9:30）

会場 大阪府看護協会ナーシングアート大阪 3F レモンホール
（大阪市城東区鴫野西 2-5-25）

対象 訪問看護ステーション従事者、看護職および教育機関、看護学生 等

定員 300名

参加費
会 員 4,400円／事業所
非会員 5,500円／名
学生 無料

【アクセス】
・JR大阪環状線「大阪城公園」駅
から徒歩約5分

・大阪メトロ長堀鶴見緑地線
「大阪ビジネスパーク」駅
①番出口より東へ徒歩10分

第１部 事例発表（12演題） 10:00～14:00 
※昼休憩45分含む

発表順 ブロック ステーション名 演題

1 市南 訪問看護ステーション with ライフ 終末期療養者と同居する家族の暮らしを支える看護

2 泉南
ももの木訪問看護
リハビリステーション貝塚

クリニックで最期を迎えた癌患者 ～看護師の対応は正しかったのか～

3 中河内
メディケア・リハビリ
訪問看護ステーション東大阪

褥瘡改善に繋がった症例～鍵は『ケアの統一』だった～

4 市東 ケーズ訪問看護ステーション 「やっぱり家がええわ」ACPを活かした訪問看護の力

5 市南 訪問看護ステーション with ライフ 脳死状態小児の卒業式参加を実現した多職種連携と訪問看護リハビリの役割

6 市北 なないろ訪問看護ステーション 友人をキーパーソンとした身寄りのない独居高齢者の終末期支援

7 市東 済生会野江訪問看護ステーション ストーマセルフケアが未習得の療養者の在宅療養継続を支えた一事例

8 三島 訪問看護ステーションはーと＆はあと
認知症高齢者に対しユマニチュードとリアリティオリエンテーションを用いることで
清潔ケアを受け入れた事例報告

9 市南 訪問看護ステーション with ライフ
脳梗塞による重度片麻痺を背景に持った対象者に対し、キーパーソンおよび多職種と
連携した訪問看護リハビリテーションにより「自立した生活」を実現した例

10 豊能
ももの木訪問看護
リハビリステーション

独居高齢生活保護受給心不全患者への意思決定支援-ACPの視点から-

11 市西
訪問看護ステーション
ステーションソレイユ

役割変化に揺れる認知症高齢者への訪問看護支援 ～介護する側から介護される側へ～

12 市北 なないろ訪問看護ステーション
進行性がん利用者の終末期における看護・リハ協働介入の効果-EFAT2-JとCSSNSで紡ぎ、
最期の「サンキュー」へ繋いだ自己実現の軌跡

14:20～15:20

ハザードドラッグに対する
在宅での曝露対策

～知れば行動できる！曝露ゼロへの第一歩～

講師
大阪暁明館病院

がん看護専門看護師 井関 千裕 氏

二次元コードを使った
双方向型ワークショップです！

講師が提示する二次元コードを、
スマートフォンで読み取り、その
場で質問や意見を投稿。
皆さんの声を一緒に考え、学びを
深める参加型です。
ぜひ、ご参加ください！

今回初！みんなで選ぶ優秀演題
全演題終了後、参加者投票で優秀演題を決定 当日の結果発表をお楽しみに♪

申込方法 申込締切

9月30日（水）
※研修記号【701】
参加費振込時に入力必要

お申し込みは
こちらから→

問い合わせ 一般社団法人大阪府訪問看護ステーション協会事務局
〒542-0012 大阪市中央区谷町6-4-8 新空堀ビル205号 TEL：06-6767-3800 FAX：06-6767-3801
E-mail：ohk.st-kyokai@tiara.ocn.ne.jp

コメンテーター

大阪公立大学看護学部
地域包括ケア科学分野

教授  河野 あゆみ 先生

第２部 ワークショップ
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